
 
 

 

・ レセプトデータ及び特定健診データを分析し、糖尿病重症化予防指導の対象者を選定し、主治医とも連携を図りながら、半年

間（２５年８月から２６年１月）の保健指導（服薬管理、食事療法、運動療法等）を実施 

・ 指導対象者として２２６名を抽出。４５名が応募し、うち４３名（９６％）が半年にわたる指導を終了 
 

＜指導の結果（指導開始時と終了時の比較による）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療費分析を踏まえた糖尿病重症化予防等の取組の成果について 

 

 

荒川区国民健康保険における被保険者のレセプトデータの分析を事業者に委託し、被保険者に係る医療費分析を実施 

（２４年１２月から２５年５月までの６か月分のレセプトデータ約 43 万 5 千件を分析） 

 

(1)医療費分析 

①基礎統計         （月間平均） 

③疾病構造 

○ 腎不全及び糖尿病の６ヵ月分の医療費は、そ

れぞれ 4.1 億円、3.0 億円で、医療費の高い

順で２位と６位（図１）。また、糖尿病は患

者数で７位（図２）。 

※６か月分の医療費を疾病単位（中分類）で集計 

○ 腎不全及び糖尿病は人工透析に至る可能性

が高い疾病であるが、生活習慣に起因する糖

尿病から人工透析に至ったと考えられる透

析患者の割合が６４．３％と、全国平均の４

４．１％（※）に比べ非常に多い。 

  ※日本透析医学会 統計調査委員会「図説 わが国の

慢性透析療法の現況 2012 年 12 月 31 日現在」に

よる  

 

被保険者数 ６６，７２３人

平均患者数 ３０，０１２人

患者一人当たり平均医療費 ４４，２３６円

レセプト１件当たり平均医療費 １８，３２０円

○指導対象者が設定した目標 

（改善したい数値等） 
 
 
 
 

 
（改善したいと考える生活習慣） 
 
 

 

 

※いずれも複数回答 

 

(2) 糖尿病・糖尿病性腎症の重症化予防 

○指導終了時の結果 
 

・ 血糖コントロールについては、６６ 
％に改善が見られ（図３）、ＢＭＩも 
２５．０以上の肥満に属する人が 
６３％から５４％に減少 
 

・ 食生活については９２％（図４①）、運動・活動量については、４７％（図

４②）が改善したと回答 
 
 
 
 
 
 
 

HbA1ｃの改善 29人

BMIの改善 24人

制限食 7人

その他 2人

＜図３＞ 

＜図４①＞ ＜図４②＞ 食事 75件

運動 16件

服薬 6件

その他 9件

②高額レセプトの状況 

○ 診療点数５万点（５０万円）以上の高額レセプトは月間平均

３４８件で件数全体の０．５％だが、医療費では約３億 3,579

万円で、医療費全体の２５．３％を占める。 

○ 患者一人当たりの医療費が高額な疾病は、１位白血病（６９

２万円）、２位脳内出血（３３７万円）、３位腎不全（３３３

万円）であった（２５年６月分レセプトデータによる）。 

 ＜図１ 医療費上位疾病＞ 

疾病項目（中分類）
患者数
（人）

1
その他の内分泌、栄
養及び代謝疾患（※）

15,397

2 高血圧性疾患 13,933

3 アレルギー性鼻炎 13,107

4
その他の急性上気道
感染症

12,807

5 胃炎及び十二指腸炎 12,794

6
その他の消化器系の
疾患

11,257

7 糖尿病 10,994

8 屈折及び調節の障害 10,097

疾病項目（中分類）
医療費
（億円）

医療費
に占め
る割合

1 高血圧性疾患 4.5 5.8%

2 腎不全 4.1 5.3%

3
その他の内分泌、栄養及び
代謝疾患（※）

4.0 5.1%

4 その他の消化器系の疾患 3.5 4.6%

5 その他の悪性新生物 3.2 4.1%

6 糖尿病 3.0 3.9%

7 その他の心疾患 2.5 3.2%

8
統合失調症、統合失調症型
障害及び妄想性障害

2.1 2.7%

※甲状腺障害及び糖尿病以外の「内分泌、栄養及び代謝疾患」をいう。  

＜図２ 患者数上位疾病＞ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

レセプトデータを基に、ジェネリック医薬品への切替えにより月１００円以上の医療費の軽減が見込まれる被保険者に対し、

切替えによる医療費削減見込額を明示したジェネリック医薬品の利用勧奨通知を送付 

（２５年６月から２６年１月まで計８回、合計２１，７２４人に送付） 
 

(3) ジェネリック医薬品利用差額通知の送付 

○ ２６年２月までに、４，４８５人（送付者の２０．６％）がジェネリック医薬品への切替えを実施 

○ ８回の通知による医療費削減額は合計３，７４３万円 
○ 荒川区国民健康保険加入者におけるジェネリック医薬品普及率（数量ベース）は、通知送付前（２５年５月）の１８．５％

から２１．９％（２６年２月）に上昇 


